
教
師
の
皆
様
へ 

 

夏
休
み
作
文
教
室
へ
の
お
誘
い 

 

「
子
ど
も
が
書
き
た
く
な
る
作
文
指
導
」 

 

教
師
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
の
作
文
指
導
、
ど
う
し
て
ま
す
か
？ 

総
合
学
習
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
場
面
は
、
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
情
報
化
・

国
際
化
の
中
で
、
言
葉
で
き
ち
ん
と
自
分
を
表
現
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
き
ち
ん
と
し
た

作
文
指
導
と
な
る
と
、
な
か
な
か
取
り
組
め
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
の
理
由
と
し
て
は
、 

●
自
分
自
身
が
文
章
に
自
信
が
な
い 

●
作
文
を
見
て
あ
げ
る
時
間
が
な
い 

●
作
文
の
コ
メ
ン
ト
を
ど
う
書
い
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い 

●
漢
字
や
テ
ン
マ
ル
以
外
、
ど
う
評
価
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い 

●
魅
力
的
な
テ
ー
マ
が
み
つ
か
ら
な
い 

な
ど
な
ど
。
「
こ
ん
な
作
文
指
導
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
「
作
文
嫌
い
の
子
を
か
え
っ
て
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
は
？
」
と
悩
ん
で
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

そ
こ
で
こ
の
講
座
で
は
、
上
記
の
具
体
的
な
問
題
に
触
れ
な
が
ら
、
「
子
ど
も
た
ち
が
書
き
た
く
な
る
」
作
文

指
導
に
つ
い
て
実
例
を
交
え
考
え
て
い
き
ま
す
。 

講
師
は
小
・
中
学
生
の
作
文
指
導
に
携
わ
る
東
海
林
ふ
み
さ
ん
で
す
。 

日
程
は
２
日
間
連
続
と
な
り
ま
す
。
参
加
者
に
は
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
実
習
と
、
文
章
執
筆
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

●
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
● 

都
留
文
科
大
学
卒
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
経
て
９
年
前
に
松
戸
市
・
北
小
金 

に
て
作
文
教
室
「
ぶ
ん
ぶ
ん
教
室
」
を
開
く
。
著
書
「
作
文
の
書
け
る
子
を
育
て
る
」
「
笑
う
作
文 

講
座
」
他
。
「
子
ど
も
自
己
表
現
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
員
。 

  

【
主
催
】
●
ぶ
ん
ぶ
ん
教
室 

〒2
70
-00

04
 

千
葉
県
松
戸
市
殿
平
賀2

00
 

プ
ラ
ー
ジ
ュ
北
小
金1

03
 

電
話
・F

AX
 04

7-
34
8-
56
06)

 

【
主
催
】
●
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ね
ば
ぁ
ら
ん
ど 

〒2
71
-0
04
8 

千
葉
県
松
戸
市
西
馬
橋
広
手
町3

4 

番
地
ラ
フ
ィ
ー
ヌ
太
陽2

01
 

電
話0

47
-3
94-

28
00
 F
AX
 04

7-
39
4-
28
02 



夏
休
み
作
文
教
室
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

●
開
催
日
８
月
５
日
（
火
）
と
６
日
（
水
）
の
計
２
日
間 

●
場
所
松
戸
市
小
金
３
５
９
番
地
東
漸
寺
境
内
「
寺
暮
（
て
ら
す
）
」
及
び
近
隣
学
童
ク
ラ
ブ 

●
定
員
６
名
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

●
参
加
費
用
１
万
円 

 

（
２
日
間
の
費
用
で
す
。
資
料
代
を
含
み
ま
す
。
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
） 

 

●
プ
ロ
グ
ラ
ム 

●
１
日
目
● 

午
後
１
時 

 

東
漸
寺
境
内
「
寺
暮
（
て
ら
す
）
」
に
集
合 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
ク
チ
ャ
ー 

午
後
２
時 

 

近
隣
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、 

ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
。 

午
後
３
時 

 

東
漸
寺
境
内
「
寺
暮
（
て
ら
す
）
」
に
戻
り
、 

文
章
執
筆
。
提
出
し
解
散 

●
２
日
目
● 

午
前
１
０
時 

東
漸
寺
境
内
「
寺
暮
（
て
ら
す
）
」
に
集
合 

作
文
の
受
け
止
め
か
た
、
子
ど
も
の
心
に
響 

く
コ
メ
ン
ト
の
書
き
方
。 

(

参
加
者
の
書
い
た
文
章
を
も
と
に
） 

正
午 

 
 
 

昼
食
（
各
自
ご
用
意
願
い
ま
す
） 

午
後
１
時 

 

子
ど
も
の
「
作
文
嫌
い
」
の
理
由
に
つ
い
て
。 

子
ど
も
が
書
き
た
く
な
る
テ
ー
マ
と
指
導
法
。 

講
義
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

午
後
４
時 

 

解
散 

 

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

「
ぶ
ん
ぶ
ん
教
室
」
東
海
林
ふ
み
ま
で 

電
話
（0

47
-34

8-
56
06

）
又
はF

AX

（04
7-3

48
-5
60
6

） 

参
加
さ
れ
る
場
合
は 

①
参
加
者
氏
名
②
学
校
名
（
電
話
番
号
・F

AX
 

番
号
） 

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、
事
前
にFA

X 

に
て
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
送
り
し
ま
す 

内
容
は
「
作
文
指
導
に
お
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
、
聞
き
た
い
こ
と
」 

 

寺暮は参道にあります


